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腸 結 核 患 者 の3要 素 成 分 の 消 化 吸 牧 試 験

(第1報)

清 瀬 嘉 治

国立大阪療養所(指 導 和:歌山医科大学 若鶴龍三教授)

受 付 昭 和3U年9月4日

1緒 言

一般 に腸結核 患者は消化吸収が腸壁の結 核性変化 に よ

って低下 してい ると考 え られてい る。若鶴,中 村,井 口

は肺結核 患者の食 餌研究の結 果,糞 便中 に排泄 され る蛋

白(窒 素量 として)は 与 え られた蛋 白食 餌の種類 お よび

量 の多少にかかわ らず平均2gで あ り,脂 肪の 排泄量

は与 え られた脂肪 の種類 および量 の多少にかかわ らず平

均4gで あ り,含 水炭素 の排泄量 も平均8gで あ るこ

とをしっ た。 この事 実か ら従 来用い られて きた吸収率は

見か けで あって真 の意味 での吸収率 は98・)100%で あ

るこ とを主張 した。そ こで著者 は腸結核患 者の消化 吸収

を明 らか にすべ く高蛋 白高脂肪食 を用いて実験 を行い一

定の成績 をえたので報告す る。

■ 実 験 方 法

1)被 検者 と試 験期 間

被 検:者は軽症 ない し中等症 の腸結核 を合併せ る混合型

肺結 核患者3名 を選んだ。試験は昭和27年9月3日

か ら9月19日 までの17日 間行われた。第1週 は5

日間,第:2週 は5日 間。第3週 は7日 間 とそれぞれ

分割 した。

2)食 餌献立 と調理法

被検者 の条件 をで きるだけ一定 とす る目的で蛋 白909,

脂肪36g,含 水炭素3809と な るよ う献立 し,こ れ を

基本食 として5y間 与 え,の ちに負荷す る蛋 白,脂 肪

の影響が明 らか に認 め られ るよ うにした。熱量 と3要 素

成分は佐伯氏の分析表 によった。3要 素成分の分析実測

値は表1に 示 す ごと く含水炭素:をほぼ一定 として蛋白,

脂 肪を各週 ごとに増減 した。

表1食 品 分 析 実 測 値

被検 者3名 は特設外気小屋 に収容 した。尿 は1日 量

を蓄尿,糞 便 は毎 日排便 ご とに容器 に採取 し,こ れ をフ

ァース トハ イム乾燥器で乾燥粉末 として分析 に供 した。

尿中総窒素量 および糞便 中総窒i素量 はキ ェノレダーノレ民法

にて測定 し,糞 便申含水炭素 量は須 藤 ・隈川民法,脂 肪

は ソッキシレー脂 肪抽出装置を使用 した。食品中の3要

素 成分 も上記方法を用いた。食 品お よび糞 便の カ・ リー

測定 には ボ ンベ カAり 一メー ターを用い た。

1猛 実 験 成 績

1)実 験条 件

表2に 掲 げた3名 の被検者は軽症 ない し中等症 の腸

結核 を合併せ る混合 型肺結 核患者であ る。被検 者に与 え

た食餌 は第:1週 は 基本食餌 を5日 間与 えた。 第:2,3

週 は含;氷炭素量 をほぼ一定 とし,蛋 白,脂 肪負荷 のため

鰻蒲焼 をそれ ぞれ375g,263g与 えた。
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3)測 定方法

2)被 検者 の病状 と経過 の概 要

,の2例 は 開腹術 によ り腸結核 を確認 しえ

た。廻盲部 の抵抗圧痛 は3名 とも証 明しえた。3名 と

も高脂肪高蛋 白食 による腹部症状の悪 化は なかっ た,大

便は3名 とも排便 回数 および 性状 に変化 はなかっ た。

肉眼的 に便中に血液 や粘液 は混 じなかった。胸部理学的

所 見,血 沈値 は不変であった。 体温は3名 と も平熱で

終始 した。 尿 の諸検査は 隔 日ごとに 実施 したが 蛋白,

糖,ウ ・ピ リン,ウ ・ビ リノーゲ ンはいずれ も陰 性であ

った。尿 中アセ トン ト体 が■ に4日 間陽性 となった。

3)吸 収3要 素 量お よび熱量 の体重 に及 ぼす影響

図1は 被検 者3名 の毎 日早:朝空腹時におけ る体重 曲

線であ る。 は基 本食週 に一時体重減 少せ るも脂肪蛋

白負荷後 には体重の維 持傾 向がみ られた。 は脂肪蛋

白負荷後は体重増加がみ られた。 は基 本食週 には一

時体重減 少をみたが脂肪蛋白負荷後は体重増加が比較的
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著明であった。腸結核 を有 し軟便泥状便 を1日1～2

行排便 して も患 者が耐 え うる範 囲内の高脂肪高蛋 白食 は

腸結 核患 者 といえ ども体重増加 に好影響が あ る。
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4)肝 機能 に及 ぼす影響

尿中 ウ ・ビ リソ,ウ ・ビ リノーゲ ン,ヂ ァツオ反応はす

べ て陰性で あっ た。高 田氏反応,コ バル ト反応,カ ドミ

ウム反応は各週 ごとに実施す る もすべて陰性で あった。

5)尿 量 お よび尿比重

被検者の1日 摂取水分 を約1,00060と したが第2,3

週 において口渇 を訴 えたため1,300ccに 増量:した。 し

たがって第2,3週 は尿量が増加 してい る。尿比重 は3

結 核 第33巻 第12号

名 とも正常範囲内を動揺 し尿量 と併行的に増減 した。

6)尿 中窒素量

摂 取 された蛋 白の出納 を追求 す る目的で毎 日の尿 中の

窒素量 を測 定 し表4の ご とき 成績 をえた。 尿 中窒素量

は蛋 白を負荷 した第2,3週 におい て著増 してい る。

表4尿 中 窒 素 量
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7)糞 便性状 と回数お よび乾燥量

被検 者が1日 に排泄 した便 の性状 と 回数お よび その

乾燥量 を表5に 示 した。 は普通 便軟便 が 主で とき

に泥 状便 を1日2回 排泄 した。 と は軟便泥 状

便 が主 で ときに 普通便 を1日1～2回 排泄 した・3名

とも水様 下痢 便はなかった。肉眼的に血液 や粘液膿汁 は

混 じていなかっ た。

8)糞 便 中窒素量 および吸収率

糞便 中窒素量 および吸収率 は 表6に 掲 げた。 窒素 量

は各週 ご とに平均す る と個人差 はあるが脂肪蛋 白を負荷

せ る第2,3週 と第1週 を比較 して摂取蛋 白量 に比例 し

て増加 してい な くほぼ一定範 囲内にある・吸収率は各週

平均 して■ は85.31%か ら90・0%,は85・25

%か ら91.74%,は80.33%か ら87・05%と な

っ て摂取蛋 白が少 ない第1週 で は 低 い 吸収率 を示 し,

摂取蛋 白が多い第2,3週 で は 吸収率はいずれ も上昇 し

てい る。糞便中 に粘液や血液 を混 じない限 り便の性状や

回数 に関係な く窒素量は ほぼ一定範 囲内 にあ り,そ の吸

収率 は低下 していない。

9)糞 便中脂肪量お よび吸収率

糞便 中脂肪量 と吸収率 は表7に 掲げ た。 脂肪量は 各

週平均 して は3.09gか ら5.129,1は3・62g

か ら4.36g,は3.29gか ら4.799排 泄 してい
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表6 表7
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る。 吸収 率 は■ は89.14%か ら95.52%,は

87。69%カ 〉ら96・16%,■ 壱ま87.99%;カ 〉ら95.91%

となってい る。す なわち糞便 中脂肪量 はほぼ一定範 囲内

にあ り,そ の吸収率 は摂取脂肪量の少 ない基本食過 では
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低 く,脂 肪量の 多い第2,3週 では 上昇 していて 吸収 率

の低 下は認 め られ ない。

10)糞 便 中含水炭素量 および吸収率

糞便 中合氷炭素量 および 吸収率 は表8に 掲 げた。 含

水炭素量は個人差は あ るが全期 間を通 じてほぼ一定量 で

あっ た。したがって その吸収率 は98%か ら99%と な

ってい る。

表8
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9

10

11

12

13

平均

一

i6.249$.25

4.32

z.69

5.25

L.54

4.87

98.79

98.90

98.53

98.7zV

98.68

5.8g「98.35

5.53

4.89

4.25

4.1F

4.91

98.49

98.65

98.a1

98.84

98.62

4。54

8.58

9.28

5.2!

4.G1

6.34

93.75

97.60

97.4C

98.54

98.88

98.25

14

15

16

17

18

19

20

平均

1!.66

'7
.53

・

15.7898.3115.52「98.44
ヨ 　　

　

i::::i::淵1信::ll
3.6219?.94:5.5598.441

1
4.03

il
429i98.71i505j98.52

i

995115.2Figa461592198.27
　 　 ミ　

9乳8・1586iga28i乳58}9λ84

98.82i4.85198.5816.4498.OE

11)食 餌 力 ・り一の吸収 および吸収率

5.24{98,4E

i

7.24197.88

5.6z198●3F

5.92・98.27

6.25198.ユ6

表9は 食餌 カ ロリーの平均1日 分 の吸収率 を示 した

もので あ る。各週 ご とに糞 便総量 とそのベルテ ・一燃焼

カロ リーを実測 して 毎 日の平均値 を求 め,平 均1日 分

の吸収率 を割 りだ した。食餌 力Aり 一の吸収率 は95%

前後 で吸収率 は低下 してい ない 。糞便 中には食 物残渣 の

みでな く腸管排泄物の 不吸収成分 が含まれてい るので こ

れ を検討すべ く各週 ご とに糞便中 の窒素量,脂 肪量,含

水炭素量 を測 り,そ のカAり 一を小泉 法によ る燃焼 力・

り一 とべノレテA燃 焼 力・り一 とで求 めておのおのを比

較 し,表10に 掲 げた。 ベル テロー燃焼 力pり 一が小泉

法 による燃焼 力・り一よ り高 くなってい る。 この成績 は

若鶴 の 「栄養 と結核」 の成績 と比較 して腸結核患 者の糞

便 中に3要 素 成分 の不消化 物や 腸 管排泄物の 増 加があ

る とは考 え られない。

12)窒 素平衡

表11に 示 した ごと く,基 本食週 では3名 とも3(・4

結 核 第33巻 第i2号

表9-a〔 〕

第1週

第2週

第3週

糞 便

総 量

100.6g

ユ35.4

175.5

馨麟 辮膿
591・a4

7441

874

786a1

ユ49

ユ25

2,5556aZ

3,267

3,005

95.9%

95.4

95.8

表9-b〔 〕

糞 便 嘆 便の
i燃 焼 力

総劉 呼

第1週1134.5g 　

第2週1ユ59・5
　

第3週}ユ83・6
「

495α ♂

62/

899

平均1
日分 の

燃焼 力
肩り一

986aZ

124

128

摂取食1平 均1

轡 撃

2,55i56aZ

3,267

zV,005

日分の

吸収率

96.1%

CE .2

95.7

表9-c〔 〕

第1週

第2週

第3週

糞 便

総 量:

ユ64.89

187.9

275.1

　 ミ

糞便 の1平 均1i摂 取食

朧磁 翻購
ロ リ 一 口 リ 一 一

平均1

日分の

吸収率

鯉 細 細:1:;%
1,151i106'3,・ ・3i94.4

表10-a〔 〕

隣 ・週 第2週 第3週

糞 便 量9

窒 素 量1

脂 肪 量

含水 炭素 量1

小泉法 による
燃焼 力 ・り一

ベ ノレ ア ロ リ

燃 焼 力 ・ り一

100,6

9.18

15.29

16.02

250

391

155.4

ユ2.69

25.58

24,04

393

744

F17.,.3

1F.12

31.83

ろ0.07

487

874

表10-b〔 ■ 〕

　

陣1週 第2週 第3週

糞 便 量g

窒 素 量

脂 肪 量

含水 炭素 量

小:泉法 による
燃焼 力 ・り一

ベ ノレ ア ロ ら

燃 焼 力 ・ り一

ユ34.5

9.22

13.ε8

27.29

310

493

ユ59.ろ

10.57

21.80

24.56

552

621

18ろ,6

ユ2.56

26.40

55.34

44E

899

日間塞素平・衡が負であったが摂取蛋白量が増加した週は

窒素平衡は正となった。

13)総 括

軽症ないし中等症の腸結核患者の3要 素成分の消化
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表10-c〔 〕

第 ・週 隣2週 第3週

糞 憂 量gi

窒 素 劉

脂 肪 劉

含水炭素量:

小泉法による
燃焼力・り一
べ　ノレ ア ロ バ

燃 焼 カ ロ リーi

164.z

12.i51

16.47

28.69

326

705

187.9

ユ5.78

23.37

i5ユ.62

418

855

270.7

25.72

55.59

43。77

601

1,159

表 れ一a〔 ■ 〕

無 縫 素劃難 瞬 平衡

第

1

週

第

2

週

第

3

週

4/D(

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

12・

12.52g

2545

21.68

11.089

11.36

12.01

!9.89

10.81

16.10

i7.43

20.ろ5

15.c5

ユ5.38

13。65

!4.57

ユ4.90

15.01

18.13

17.54

ユ6.84

2.047

1.01

1.53

コ.93

2.67

5.74

2.22

2.05

2,45

2.25

一 〇.69

十 〇,2

-2 .02

_1 。50

-0.96

十5.31

十5.45

十2.75

十8.77

十7.54

ユ.56

3.46

2.7zV

ユ.76

2.24

1.75

1.84

十6.69

十5.85

+4.05

十4。91

十1.3ユ

十2。41

十5.00

吸収 について検:請した。5日 間の基本食週 に引続 さ鰻蒲

焼 を主 とした高脂肪高蛋白食を与 えた・被 検者の一般 状

:態は変化 なかった。体重 は基 本食週で___.時減少 したが脂

肪蛋 白負荷後 は増加 した。中村(太)は 基 本食餌 に逓増 し

た脂肪 と蛋 白質 によ り体重増加 をみ,摂 取 力 ・1」一一一一が一

定であれば負荷 された要素成分が脂肪か まアこは蛋 白か に

よって体重増加 に相違が あ り,蛋 白の場合 には必ず し も

体 重増加 を伴わ なかっ たといってい る。井 口の無脂肪食

食餌研究 において も熱量=+分 な無脂肪食餌で は体重増加

はな く,一 度脂肪を添加す るや著明 な体重増加が み られ

肥絆の 目的 とす る脂肪食の意義 について述べてい る。腸

結核患者で も患者が耐 え うる脂肪蛋 白豊富食 は体重増加

に好影 …響を もた らす。

糞便 中窒素 量は個 人差 はあ るが 同1人 では 糞 便の回

数性状 に関係 な くほとん ど変 りない 。したがって吸収率

は摂 取蛋白量 が少ない週 は低 く,多 い週 は上 昇 し て い

る。 この ことは若鶴教授 の糞便 中窒素量 はほぼ一 定であ

り,吸 収率は摂 取蛋 白量 にのみ支配 され るとの説 に一致

889

表 鯛一b〔 〕

雛 襲 馨 轟 窒素平衡

第

1

週

第

2

週

4/Dく

5

6

7

8

12.52g

i25三5

8.15σ

12.3F

lC.53

12.47

12.47

9

10

11

12

13

15.82

15.01

18.09

ユ5.40

14.94

2,ユ2■'

コ.58

1,70

2.20

1.62

2.2i

2.29

2.11

2.29

2.04

十2.25g

-1 。41

+0.29

-2 .15

一 ユ.57

十6,1c

十7.85

十4.95

十7.46

十8.17

i14

第i15
1
16

3i17

i18

副 ・9
120

21.68 ユ5,1z

13.98

9.54

ユ6.63

14.ユ4

17.62

ユ5.06

1.83

2.15

1.52

ユ.84

1.3E

2.17

1.69

十6.72

十5.57

-1-10.62

十3.18

十6.18

十1.89

十4.95

表11-c〔 ■■ 齢

第

1

週

第

2

週

4/D(

5

6

7

8

9

10

11

12

13

難軽 素馨 課 窒鞭
ヒ

ユ2.52g

25./5

9.799

9。94

10.19

10.1!

ユ0.99

1E.86

12.25

1E.24

15。Oi5

15.46

第

3

週

{・4
15

16

17

18

19

20

21・6813.48

i1・96

■4・46

;コ5・96

μ5・(6

113.87

}ユ6・73

2.009

2.52

2.92

2.42

2.47

3.20

4.24

4.28

2.21

ユ.85

十 〇.73g

十 〇.〔6

-0.59

_0.01

-0.94

十5.C9

十8.66

十4,67

十9.91

十7.ε4

z
.29

3.99

3.04

3.34

3.27

3.08

3.71

十4.91

十2.73

十4.68

十2.ろ8

十5.35

十4.73

十1.24

す る。:Luskに よ ると糞便 中脂肪 とみな され る成分は食

物残渣 とは考 え られず,腸 管 か ら分泌 され る脂 肪性物質

であ るといってい る。若鶴 教授 は糞便 中の脂 肪量 はほぼ

一定範 囲内にあ り,従 来の吸収率は見かけの吸収率で真

の意 味の吸収率は98～100%で あると述べてい る。 被

検者3名 の 成績 は個 人差 はあ るが 同一人では糞 便中脂

肪量は ほぼ.___定量で ある。したがって真の意味の吸収率
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は便の性状回数 に 関係な く100%に 近 く,岩 鶴教授 の

説 に一 致してい る。

糞便中含水炭素量は平均39か ら69と な つ て お

り,そ の吸収率 は98%か ら99%で あ る。

14)結 語

腸結核患者 の3要 素成分 の 消化吸収試験 を 行 い次 の

ごと き結果 をえた。

(1)蛋 白質の吸収率は基本食週では平均83%,脂 肪

蛋白負荷後の第2,3週 は89%,88%と 吸収率は上昇

してい る。

(2)脂 肪の吸収率 は基 本食週では平均88%,脂 肪蛋

白負荷後 の第2,3週 は95%と 吸収率 は上昇 してい る。

(3)含 水炭素 の吸収率 は全期 間を通 じて98%で あつ

た。

(4)摂 取食 餌の 総熱量の 吸収率は95～97%で あ つ

た。

(5)窒 素平衡 は基 本食週 では負 の状態 を示 す ことがあ

るが脂肪蛋 白負荷後 はすべ て正 となつ た。

(6)脂 肪蛋 白負荷 によ り体重増加がみ られ,一 般状態

は悪 化しなかった。

(7)腸 結 核患者の糞便9中には摂取食物の不 消 化 残 渣

物,腸 管排 泄物の増 加は認め られなかつた。


